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山口県におけるアザミウマ目の文献記録
辻　　雄介1）

  アザミウマ（総翅）目Thysanopteraは体長 1～ 5㎜程の微小な昆虫類で, 主に植物汁や植物の組織，

花粉，菌類の胞子・菌糸を食べて過ごしており（梅谷・工藤ほか, 1988）, 他の昆虫類や小動物を捕食

する種もいる. 国内から 4科405種程が知られているが（桝本, 2016）, 植物体の間隙等に生息しており, 

通常, 人目に触れる機会は少ない（宮崎・工藤, 1988）. 

　一部の種は農作物の害虫としてよく知られており, 針のような口器で植物体組織を突き崩して吸い取

ることで, 植物の成育を妨げたり, 食害による傷で農作物の商品価値を下げ, さらに排泄物がスス病な

どの菌の培地となって収穫物を汚したり, ウイルス病を媒介して大きな被害をもたらす場合もある（宮

崎・工藤, 1988）. 本県での記録も防除などの農業関係の報告が主である. 

   筆者は門外漢であるが, 山口県から報告された本目の記録を収集している. まだ途上ではあるが, 県内

記録のまとめとして報告する. 本報告が県内のアザミウマ相や分布の解明に繋がれば幸いである.  

山口県におけるアザミウマ目の記録

　学名や和名, 配列などは桝本（2016）（一部, 芳賀（2015）を参照）に従った.

　地名は現在の区分に修正している. 市町村の特定ができなかったも文献も記録として扱った. 

アザミウマ科 Thripidae 

アミメアザミウマ亜科 Panchaetothripinae　

1. アオキアザミウマ Astrothrips aucubae Kurosawa, 1932

【分布】山口市・長門市.

【文献】Kudo（1992b）.

2. クロトンアザミウマ Heliothrips haemorrhoidalis（Bouché, 1833）

【分布】 周防大島町・長門市.

【文献】kudo（1992a）, 西（1992）, 東浦・村本（2018）.

セリコアザミウマ亜科 Sericothripinae

3. ハラオビアザミウマ Hydatothrips abdominalis（Kurosawa, 1937）

【分布】長門市.
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【文献】Kudo（1991）.

アザミウマ亜科 Thripinae

4. ヒラズハナアザミウマ Frankliniella intonsa（Trybom, 1895）

【分布】柳井市・防府市・山口市・下関市.

【文献】東浦・平野ほか（2013）, 河村・東浦ほか（2014）, 畑中・溝部ほか（2018）.

5. ミカンキイロアザミウマ Frankliniella occidentalis（Pergande, 1895）

【分布】柳井市・周南市・防府市・山口市・宇部市・萩市・下関市.

【文献】山口県病害虫防除所（1996a; 1996b）, 畑中・溝部ほか（2018）.

【備考】日本の侵略的外来種ワースト100に選定されている.

6. マメハナアザミウマ Megalurothrips distalis（Karny, 1913）

【分布】周防大島町.

【文献】加藤（1985）.

7. ダイズアザミウマ Mycterothrips glycines（Okamoto, 1911）

【分布】山口市.

【文献】河村・東浦ほか（2014）.

8. チャノキイロアザミウマ Scirtothrips dorsalis Hood, 1919

【分布】周防大島町・光市・萩市.

【文献】加藤（1984; 1985）, 稗圃（1994; 1995; 1998）, 三好（1994）, 大島（1994）.

9. ビワハナアザミウマ Thrips coloratus Schmutz, 1913

【分布】不明.

【文献】東浦・村本（2018）. 

10. キイロハナアザミウマ Thrips flavus Schrank, 1776

【分布】周防大島町.

【文献】加藤（1985）.

11. ハナアザミウマ Thrips hawaiiensis（Morgan, 1913）

【分布】周防大島町・山口市.

【文献】加藤（1985）, 河村・東浦ほか（2014）.
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12. ミナミキイロアザミウマ Thrips palmi Karny, 1925

【分布】光市・山口市.

【文献】三好（1994）, 河村・東浦ほか（2014）, 畑中・溝部ほか（2018）.

【備考】日本の侵略的外来種ワースト100に選定されている. 

13. グラジオスアザミウマ Thrips simplex（Morison, 1930）

【分布】周南市・防府市・阿武町・下関市.

【文献】山口県農林部 （1988）.

14. ネギアザミウマ Thrips tabaci Lindeman, 1888

【分布】周防大島町・光市.

【文献】三好（1994）, 畑中・溝部ほか（2018）, 東浦祥光・村本和之 （2018）.

クダアザミウマ科 Phlaeothripidae　

クダアザミウマ亜科 Phlaeothripinae　

15. トゲナシクダアザミウマ Ecacanthothrips inarmatus Kurosawa, 1932

【分布】不明.

【文献】児玉（1984）.

【備考】具体的な地名は書かれていないが, カツラマルカイガラムシComstockaspis macroporana 

（Takagi, 1956）が発生している県下 4地点のクリ園で確認されている. 

16. アカメガシワクダアザミウマ Haplothrips brevitubus（Karny, 1913）

【分布】山口市・周防大島町.

【文献】加藤（1985）, 東浦・平野ほか（2013）.

【備考】農業害虫の天敵（生物農薬）として販売されている. 東浦・平野ほか（2013）では山口県農業

技術センター内への放逐ではあるが, 記録として扱った.

　　　　加藤（1985）ではシナクダアザミウマとして記録されているが, 近年分類が整理され, 日本本

土部に生息する種は本種とされた（Okajima, 2006; 馬場・坂巻ほか, 2008）.

17. フウトウカズラヤドリクダアザミウマ Liothrips piperinus Priesner, 1935

【分布】光市.

【文献】三好（1994）.

18. Litotetothrips roberti Kudo, 1975

【分布】長門市.

【文献】Kudo（1994）.
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19. ワサビクダアザミウマ Liothrips wasabiae Haga & Okajima, 1983

【分布】岩国市.

【文献】児玉・平松ほか（1978）, Okajima（2006）.

20. カキクダアザミウマ Ponticulothrips diospyrosi Haga et Okajima，1983

【分布】光市・美祢市・萩市.

【文献】稗圃（1994）, 稗圃（1998）, 三好（1994）.

【備考】岡山県で得られた標本を基に記載された. 国内移入種. 

21. アナンタテルロスクダアザミウマ Terthrothrips ananthakrishnani Kudo, 1978

【分布】山口市もしくは萩市（長門峡とのみ記載）.

【文献】Okajima（2006）.

ま と め

　文献調査により, 山口県から少なくとも 2 科21種の記録を確認することができた. 近年発行された山

口県の昆虫目録（山口県立山口博物館, 2016）では, 三好（1994）の 2 科 5 種のみの掲載であったため,

本報が当目録の補足資料となれば幸いである. なお, 記録の確認できた種のうち 6 種（クロトンアザミ

ウマ・ミカンキイロアザミウマ・ミナミキイロアザミウマ・グラジオスアザミウマ・ネギアザミウマ・

カキクダアザミウマ）は移入種とされている（国立環境研究所: 侵入生物データベース, https://www.

nies.go.jp/biodiversity/invasive/resources/listja_miscinsects.html, 2018年10月25日確認）.

　県内のアザミウマ相はほぼ未解明の状態といえ，調査の進んでいる福島県では138種（2012年 5 月時

点）（http://www.sss.fukushima-u.ac.jp/~thrips-tsutsumi/pg93.html. 2018年10月25日確認）, 東京都で

は89種（http://tkm.na.coocan.jp/page034.html. 2018年10月25日確認）ものアザミウマ目昆虫が記録さ

れている．

　農耕地以外の環境には多くの山口県未記録種が生息しているものと推測され，多様な環境での調査が

望まれる. アザミウマ目の見られる場所は, 花・葉・茎・根などの植物組織上のほか, 森樹林内のリター

（落葉層）や枯枝などの枯死した植物上など（柴田,2017）である. なお, 種の同定にはプレパラート標

本を作製し, 生物顕微鏡での観察が必要で, チョウ目やトンボ目などのような網羅的な図鑑類もないた

め, 同定には十分注意したい.

　また, 本報で引用した文献以外に, 山口県の記録が掲載されている文献をご存知の方がおられれば, ご

一報いただきたい.
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